夏の日に
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　遠くで、蝉が雨を降らしていた。
　
　華奢な肩に手をかける。
　
　窓から差し込む真夏の強い陽射しが、彼女の左頬を照らしていた。
　
　彼女が目を閉じるのを合図に、顔をゆっくりと近づけた……
　
　

　
　
　ミアが地球に残ることになってから、残り少ない夏休みのほとんどを使ってミアと過ごすことにした。
　でも、ミアが「あそこに行きたい」などと言うこともなく、こちらもそんなに裕福でもないわけで、特別どこかに出かけたのは水族館に一度行っただけ。大抵の場合はそう遠くない場所を二人で散歩する、といった程度だった。それでも、ミアと一緒にいるだけで楽しく、ミアも同じなのか、笑顔が絶えることはなかった。
　
「お兄ちゃん、今日はどこ行くの？」
　朝食を食べている最中、麻衣が聞いてくる。
「そうだなぁ……ミア、どこ行く？」
　既に食べ終えて、自分の食器を流しに持って行っているミアに尋ねる。
「私はどこでも。達哉さんと一緒でしたら……」
　少し顔を赤くしながら答える。
「だってさ。今日もその辺を散歩」
「ごちそうさま」
　麻衣がトーストの最後の一切れを飲み込んで手を合わせる。食器を持って立ち上がり、少し歩いたところでふっと立ち止まり、一秒ぐらいしてまた歩き出した。
「ね、ミアちゃん」
　俺も食べ終わり、流しに向かう。その先で、麻衣がミアに何か耳打ちしていた。
　ミアが、頷いてニコッと笑った。
　
　
　自分の部屋に上がり、外出のために着替えを始める。
「ええっ！」
　ミアの驚いた声が聞こえた。麻衣の部屋からだ。そういえば、さっき何を話していたのだろう？
「あ、あの、これはちょっと……」
「大丈夫、お洗濯したばかりだから」
「いえ、そういうことではなく……」
「大丈夫、大丈夫。ほら、サイズも一緒だし」
　聞こえてくる声から推察するに、麻衣が自分の服、それもミアが着るのにためらうようなものを無理に着せようとしているのだろう。でも、そんな服麻衣は持っていただろうか？
「うん、似合ってる似合ってる！」
　自分の着替えが終わり、部屋を出たところで、麻衣の部屋のドアが開く。
　
　麻衣に両肩を押されて出てきたミアは、カテリナ学院の制服を着ていた。
　
　
　
　
　何故、ミアが麻衣の制服を着ているのか？
　何故、麻衣はそれをミアに着せたのか？
　で、俺に一体どうしろというのか？
　幾多の疑問が瞬時に沸き起こり、言葉が出ない。ミアも固まったままだ。
「お兄ちゃんとミアちゃんの本日の予定を発表します」
　コホンと咳払いして、麻衣が得意気にしゃべり出す。
「二人きりで学校デートに決まりました～！」
　高らかに言い放つも、俺もミアもまだ硬直から脱せずにいる。
「二人とも！　老人じゃないんだから、その辺のんびり散歩して、あ～楽しかった～何てダメ！　せっかくの夏休みなんだから何か特別なことしなきゃ！」
　麻衣が人差し指をびしっと立てる。
「……だからって、学校？」
　確か学院生徒の家族以外の入校は許可がいるんじゃなかったっけ？　さすがにそれはまずいんじゃないか？　ミアも俺の表情を読んだのか頷いてくれている。
「ミアちゃん、前に学校行ってみたいって言ってたでしょ？　夏休みだから先生もほとんどいないし、制服も着てるし、第一生徒の顔全部覚えてる人なんていないよ。堂々としてれば大丈夫」
　それはそうだろうが……と思いながら、もう一度じっくりとミアを見る。身体は麻衣より少し小さいが、制服を着た感じは別に変ではなく、『いかにも他人のを着てます』といった雰囲気はない。そして何より、可愛い。
　視線に気付いたミアが恥ずかしそうな顔をする。
「ほ～ら、お兄ちゃんだってまんざらじゃなそうだし、ね？」
　見透かしたような目で俺を見る。確かに、もっと長く、普段ミアの姿がない学校で見てみたい気もする。
「じゃあ決まりっ！　はい、お兄ちゃんも制服に着替える！」
　麻衣が俺の胸板を押し、呆けた顔のまま、部屋の方へ後退させられる。
　
　そのまま部屋の中に押し戻された俺は、まだ決心が付かない状態ではあったが制服に着替え、再度部屋を出る。
「お弁当は作ってあるんでしょ？　さ、それ持って行った行った！」
　麻衣が右手で俺の、左手でミアの背中を押し、階段を強制的に駆け下ろされる。
　俺達が勢いを増し、もう背中を押す必要がなくなると、麻衣は俺たちを追い抜いてキッチンへと走り、弁当の入ったバッグを提げて玄関口に戻ってきた。
「はい」
　もう、覚悟を決めなくてはいけないらしい。ちょっとためらいながらも、頷いてそれを受け取り、玄関のドアを開ける。
　午前中とはいえ、もう太陽は高く登り、強い陽射しを大地に浴びせている。眩しさに目が眩み、手で強い日光を遮る。
　玄関を振り返ると、ミアは靴に履き替えたところで止まっていた。やはり、外に出るのはためらわれるようだ。もうここまで来たらミアにも意を決してもらわなければいけない。安心させるように、微笑みながら頷く。
「行こう、ミア。大丈夫。変じゃないし、そんなにいけないことじゃない。それに……可愛いよ」
　自分で言って、少し照れる。最後のは要らなかったかな？　そう思いながら、手を差し出す。今まで麻衣に散々「大丈夫」と言われながらも気が引けていたミアが、俺の手の方へ一歩一歩、歩いてくる。
　日の光が、彼女を照らす。制服のブラウスが眩しいが、しっかりと目を開いてミアを迎える。
　手が重なる。ぎゅっと、握り返す。
「いってらっしゃ～い！」
　麻衣の明るい声に見送られ、俺達は学校へと向かっていった。
　
　
「う～ん」
　決心して外に出ては見たものの、少し困ったことに気が付いた。手を握ったままのミアが立ち止まった俺を不思議そうな顔で見た。
「いや……このまま真っ直ぐ学校に行くとなると……」
　ミアが頷く。
「商店街を通らないといけないんだ」
「あっ」
　視線を自分の方に戻し、着ている服を見る。まごう事なきカテリナ学院の制服。商店街の面々に見られたらいい冷やかしの種だ。学校に連絡を入れる、何て無粋な真似をする人達ではないが、間違いなく向こう一ヶ月はネタにされる。
「ちょっと遠回りだけど、商店街は迂回しよう」
「はい……」
　それでも見知った顔に会わないとは限らないが、確率はぐっと低くなる。迷うことなく、そちらを採った。
　
　普段、通ることのない住宅街は思った以上に静かで、どこからか聞こえる子供の遊ぶ声や、数の少ない蝉の鳴き声が、風に乗って流れてくるぐらいだった。
　幸いにして、顔見知りに会うこともなく住宅街を抜けるが、弓張川に架かる橋はいつものを使うより他はなく、川べりの道をいつもと逆側から歩いていく。風が水面を撫で、低い土手を吹き上がってくる。
「あの……達哉さん？」
　ミアの声にそちらを向くと、手を握ってないもう片方でスカートを押さえていた。
「やっぱりこのスカート、短くないですか？」
　フィーナと同じコメントだ。ミアも普段は丈の長いメイド服を着ているせいか、落ち着かないのだろう。
「大丈夫だよ。……まあ、風には気をつけた方がいいとは思うけど」
　俺のありきたりの台詞のどこにそんな効果があったかは知らないが、ミアは安心した顔を浮かべる。手は軽くスカートに添えた。
　手を繋いだまま、橋を渡る。その間、右手側遠くに見える月大使館を、そして恐らくはその先の中央連絡港を、ミアはずっと見ていた。表情は見えない。フィーナのことを考えているのだろうか、それとも、月に残すことになってしまった家族のことだろうか？
　手を強く握る。振り向いた顔に、影はなかった。
　
　

　
　
　校門に着く。やはり、ミアが一瞬立ち止まる。一瞬振り向いて笑みを見せ、引っ張るように校門をくぐる。つんのめるように、ミアが俺の腕に抱きついてくる。超えるのをためらったはずの境界は、いとも容易く背中の向こうに流れていった。
　
「どこか、行きたい所ある？」
　訊かれたミアが困った顔をする。それもそうだろう。学校は行ったことがないという話だったし。
「よし、時間もあるしゆっくり色んな所を見て回ろう」
「はいっ！」
　
　元々上履きを持っていないミアと、持ってくるのを忘れた俺とそろってスリッパに履き替え、とりあえず一階から順に案内を始める。
　何てこともない教室や、ただの張り紙にもミアは興味を示し、些細なことにも新鮮な驚きを見せた。
「姫様から聞いてはいましたが、やっぱり実際に見るとよく分かります！」
　鍵がかかっていたり、人がいたりして中に入れないところも多かったが、保健室、コンピューター室、美術室などを見て回る。残念ながら、一番中を見せたかった調理室は鍵がかかっており、小窓から覗くだけになってしまった。
　
「静かですね」
　図書室へ向かう道すがら、ミアがそう口にした。夏休み中の校舎は、人気がほとんどない。恐らくグラウンドか体育館から聞こえてくるのだろう、部活動の気配がかすかにするのみで、それ以外の音は、二人のスリッパの音くらいだった。そういえば、今日は吹奏楽部も休みだと、麻衣が言っていた。そのせいもあるのだろう。
　いつかは人の大勢いる校内を見せてあげたい。若い活力に満ちた、学院の本当の姿を。
「そうだ！　秋の学園祭は誰でも入れるから、その時にまた一緒に回ろう。もう比べものにならないくらい、活気があるよ」
「学園祭？」
　ミアが尋ねてくる。
「生徒が学院でやるお祭りみたいなもの、かな？　真面目な展示ももちろんあるけど、屋台を出したり、教室を喫茶店みたいにしたりするんだ」
「楽しそうですぅ！」
　ミアの顔がほころぶ。今年、うちのクラスが何をするかはまだ決まっていないが、何としてもミアの喜ぶものにしたい。そう思った。
　
　図書室の中は、それなりに人がいた。主に受験勉強をしている生徒だ。入り口で中をざっと見渡す。どうやら見知った顔はいないようだ。それに、皆顔を伏せて勉強に集中している。
　ミアを振り返ると、胸元のリボンの先を指でいじっていた。まだ少し落ち着かないのだろうか。「大丈夫」と小声で言い、連れ立って中に入っていく。
　机の並んだ閲覧スペースを抜け、書架が並ぶ方へと歩いていく。
「この辺が文学、こっちは歴史、向こうが科学とか……」
　紙の上を鉛筆が走る音、ページをめくる音、それらが静かな館内にささやくように流れている。
　王宮にあった書蔵庫とはだいぶ雰囲気が違うらしく、ミアは興味深そうに本を眺めていた。
「ここが、月関連の本。他の学院と比べて量も内容もかなり充実してるらしいよ」
　そういえば、以前フィーナにこの書架を案内したときは、この中から十数冊をいっぺんに持って行って、一心に読んでいた。地球から月はどのように思われ、書かれているのか、それに関心を持っていたようだった。結局その日は下校時間まで図書室に居残り、貸し出し制限一杯の十冊を借りて帰宅したのだった。
　ミアが書架に手を伸ばす。薄いカーテン越しの日光が肌を照らし、いつもは長袖に包まれた、細く、白いしなやかな腕を浮かび上がらせる。
　手に取った本を見ると、『地球と月の食生活～料理とその材料から見る共通点と差異～』という本だった。ミアらしい選択に口元が緩む。
「借りていく？　家でじっくりと読めるよ」
「はい！」
　よほど読みたかったのか、ミアはためらうことなく頷いた。
　
　貸し出し手続きを終えて外に出ると、時計は十二時半を指していた。そろそろお腹もすいてきた。
「よし。じゃ、教室に行こうか」
　ミアに声をかける。
「達哉さんと姫様が勉強されていた、教室ですね？」
　頷く。
「はい。お願いします」
　穏やかだが、どこか気負った風な、力の入った返事が返ってくる。そんなミアの気配を背中に感じながら、階段を上る。見慣れた三年の教室棟。そこの、目をつぶっていても間違わないであろう教室の戸を横に滑らす。
　ガララッといういつもの音の先に、普段見ることの少ない無人の教室。違和感と軽い後ろめたさを感じながら、ミアを伴って中に入る。
「暑いな……」
　休みの間、ほとんど窓を閉めた状態だったのだろう。熱が室内に籠もっている。それを少しでも軽減しようと、窓を開ける。
　吹き込んでくる風の心地よさを感じながら、自分の席に向かおうとそちらを向く。その先に、何故かミアがいた。俺の席の隣、一ヶ月ほど前までフィーナが座っていた席を、不思議そうな面持ちで見ている。
「何となく……なんですが」
　近くまで歩いていくと、ミアが話しかけてくる。
「姫様の雰囲気が……」
「正解。フィーナが座ってた席だよ」
「やっぱり……」
　ミアが、愛おしむようにそっと手を触れる。
「座ってみる？」
「そ、そんな……姫様の席にメイドの私が座るわけには……」
　椅子を引いて促す俺に、手を振って遠慮するミア。
「もうここはフィーナの席じゃないよ。まあ多分、卒業まで空席のままで、片付けたりしないとは思うけど。それに……」
　その隣の、自分の席の椅子を引いて座る。
「フィーナはそんな小さいこと言わないよ。さ、座って」
　頷いて、それでも遠慮がちにミアが座る。
「これが……姫様が見ていた教室……」
　ミアにとっては初めての教室。しかも、自分の主が見ていたものと同じ風景に、感慨深げだった。窓の外には、遠く物見の丘公園が見える。そして、その先には月大使館。休み時間、不意に一人になったひととき、そちらを見ていたフィーナがいたことを思い出す。姫としての公務に追われる毎日に訪れた、普通の学院生活。何か思うことがあったのだろうか？
　今のミアの姿が、その時のフィーナの姿と重なる。何を見、何を思っているのだろう。
　
　
「さ、ご飯にしよう」
　窓の外を見ていたミアに声をかけて、バッグから弁当の包みを二つ取り出す。
「で、仲のいい男女は……こうする！」
　席を立ち、机を持ち上げて向かい合うようにくっつける。
「完成」
「ちょっと……恥ずかしいです」
　学院の机はそう大きくない。家のテーブルで向き合う機会はあっても、それより距離がだいぶ近いし、何より静かな教室に二人きり。かくいう俺も、男同士ではやったことがあってもこうして女の子、しかも恋人とするのは初めてで、少し恥ずかしい。
「でも、学校で恋人同士のお昼といえば、やっぱりこれ！」
　顔がほのかに赤くなっているのが自分でも分かるが、以前カップルがしているのを見ていつかやってみたいと思っていたこと。折角の機会を逃すわけにはいかない。
「折角ですし……ね」
　頬を赤らめながらも、ミアも納得してくれた。
「それでは、いただきま～す！」
「いただきます」
　連日の外出のために、ミアと麻衣が夜の内から準備する手の込んだ弁当。味はいつものごとく大変美味だったが、
　
「何？」
　ミアと目が合う。
「い、いえ……何でも……」
　赤くなって目を逸らす。
　
「達哉さん？」
　小さな口を動かすミアに見とれていたら、目が合った。
「い、いや……何でも……」
　目を逸らし、自分の弁当に向かう。
　
　と、お互いにチラチラと相手を見ては照れたように笑って目を逸らす、何とも落ち着かない昼食だった。
　食べ終えた後は、席はそのままで学院について色々と話した。面白い先生のこと、授業のこと、菜月や翠、友達のこと。その一つ一つにミアは頷き、笑い、終始楽しそうに聞いていた。メイドでなかったら、きっと体験していたであろう普通の学院生活。それを多少なりとも経験できただろうか？　すっかり制服でいることに馴染んできたミアを見ながら、少しの間そんなことを考えていた。
　
　
「……っと、こんな時間か」
　時計は三時十五分前を指している。
「そろそろ、帰ろうか」
　丁度話が切りよく終わったところでもあり、二人そろって席を立つ。机と椅子を直し、窓を閉めて教室を後にする。出入り口で待っていたミアは、俺の後に教室を出て、中に向かって丁寧に一礼した。
「お礼を……言ってきました」
　小走りに戻ってきたミアがそう言った。
「お礼？」
「はい。かけがえのないひとときをくれた教室と、そして、姫様に」
「フィーナに？」
「姫様が地球に留学されたからこそ、達哉さんと出会えて、そして、この学院で学ばれたことで、私は姫様と同じ風景を見ることができましたから」
　それはきっと、窓の外の景色なのだろう。自分が普段送っている日常を、ひとときの非日常から眺めること。フィーナも、窓の外にそれを見ていたのだろうか？
　だが、フィーナはその日常に戻り、ミアはメイドの任を解かれた。そして迎えた今日という日。ほんの一ヶ月前まで座っていた席に残していった雰囲気と、ほんの一週間前まで彼女に仕えていた者とが果たした邂逅。誰しもが予期も、意図もしなかったであろうその偶然に、俺も心でそっと礼を言った。
　
　
「達哉さん、一つお願いが……」
　
　言われるまま、ミアの数歩前を歩く。意図を掴みきれないまま、階段を下りる。
「達哉さん」
　踊り場で、後ろから呼び止められる。
　振り向く。少女の左頬を夏の陽射しが照らしていた。
　彼女が小さく、息を吸い込む。
「……好きです。朝霧達哉さん」
　制服姿の恋人が、緊張した面持ちで告げる。初めてその言葉を聞いた。そんな気がした。まるで、青春小説の一シーンの様な、そんな光景。俺が恋した少女の、ささやかな、それでいて、まっすぐで純粋な想いの詰まった願い。
「……俺もだよ。ミア」
　歩み寄り、華奢な肩に手をかける。
　
　遠くで、蝉が雨を降らしていた。
　
平成二十二年十月十日(改訂版)
OEBPS/nav.xhtml


		

			

						

					本文

				



			



		

	

